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tanabe
テキストボックス
要点
・大気汚染シミュレーションは、気象モデル、排出モデル、化学輸送モデルを組合わせて行う
・モデルは、実験で得られたメカニズム等の知見や、詳細な観測やデータ解析による検証などで支えられている
・有機粒子の推定精度は、VBSモデルが良い


tanabe
テキストボックス
要点
・広く用いられている収率モデルでは、PM2.5総量の期間平均値については推定値と観測値が大体合うが、物質ごとに見ると有機粒子の過小評価、硝酸塩粒子の過大評価などがあり、有機粒子の計算スキームの見直し、有機粒子や硝酸塩粒子に関する発生源データの見直し等が課題
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tanabe
テキストボックス
要点
・二次有機粒子を推定するモデルは、開発・改良が続けられている。
・広く用いられている収率モデルと比較して、エージングや半揮発性有機物の反応を取入れたVBSモデルは、有機粒子推定の精度が良い
・VBSモデルの改良（2D-VBSモデル）や、粒子内反応を取入れたモデルなどの開発が行われている
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tanabe
テキストボックス
要点
・有機粒子の過小評価解消のために導入するVBSモデルで、新たに計算対象とされる半揮発性有機物について、揮発特性の推定などを行って排出インベントリを作成する

tanabe
テキストボックス
要点
・シミュレーションの精度向上のために、窒素化合物等の排出インベントリーについて、季節変動、日変動、日内変動、空間分解能などを精緻化したインベントリーを作成する
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